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結合用法 従価（～税） 従業 61 従軍従事 12 従前従属従来 122 従





自立用法 従う 47 従って切



























































































る「従」の意味を考え， aの意味と bの意味を，くらべてください。 2つの意味が「よく
似ている」ものには〔 3〕点，「あまり似ていない」ものには〔2)点，「全く似ていな
い」ものには〔 1〕点，という 3段階の評定をし，（ ）内に点数を記入してください。
（ここで扱った熟語は次の 7語である。従来，従事，従業，従軍，従属，従順，従前。
これを 2語ずつ組み合わせてできた21通りを無作為に並べ，以下の形で提示した。）
1. ( ) a.従事
b.従業



















I I.単独 ， I.文中 1 
於 お いて 1 42*＊（iり〗し 44*＊ ！ 
迄 ま で I 42**(5) I 44** I 
自より I s**(lll) I 37** 


































例口： 従 5来 [□斤iT!
l 、
1 2 i 16 I 19 
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付記
本稿は，第8回筑波大学国語国文学会大会（昭和59年）での研究発表に加筆修正したものである。
会場で貴重な御教示をくださった先生方．資料を快く使わせてくださった野村雅昭先生，実験の方法
と分析について指導してくださった芳賀純先生．そして，草稿段階で数々の御助言をくださった林四
郎先生に．心から感謝致します。
（大学院博士課程応用言語学）
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